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Evidence-Based Medicine と図書館

河村慧四郎

Evidence-based medicine (略してEBM)の用語と概念は1991年にACP Journal Club
(March/April, A-16)に初登場したが、以後、このキーワードは燎原の火のように広ま

り、最近の創刊雑誌「Evidence-Based Medicine」、「Evidence-based Cardiovascular

Medicine」、「Clinical Evidence」、「Evidence-Based Practice」などのタイトルや、新

書「Evidence Based Cardiology」、「Evidence Based Practice in Primary Care」、
「Stroke Units, An Evidence Based Approach」などのタイトルにももじって使用され
ている。EBMは日本では「根拠に基づく医療」、「実証医学」などと呼ばれるが定着

した訳語はなく原語のまま用いられることが多い。

EBMとは「信頼出来る最新のデータに基づいた、理に適った診療」のことを言うが、現在、EBMで最
高の信頼がおかれるのはランダム化対照試験により、患者の転帰（死亡，心事故、運動耐容能、QOL、効
用値など）をエンドポイントとした研究の結論（証拠）である。なお同類の試験成績を集積し統計処理を

重ねるメタ分析の結果も証拠とされる。これまで、ランダム化比較試験の報告はすでに総数で25万ないし

100万件もあると言われているがその活用には査読者のマンパワーとコンピュータ・サイエンスを駆使す
ることが前提となる。

EBMが関連する領域は治療学のみならず最近は診断学、病因論、予後学、医療経済、ケアの質、予防医

学、診療のガイドライン作成などにも及び各領域で明確な証拠に裏打ちされたパラダイムの再構築が行わ
れる趨勢にある。

EBMの実践は臨床医が眼前の患者の診療に役立つ証拠のあるデータを入

手し、その真価を評価し適用することにあり、一般的には図に示す手順を追

う0しかしこれは、コンピュータ・リタラシーのある臨床医であっても直ち

に一律に出来ることではなく、どうしても最小限度のノウハウの学習が必要

である。他方、最近、二次的情報雑誌の創刊が目につく。これは多くの原著

論文を臨床疫学的視点から査読し、信頼できまた有用と判定された各論文を

1頁以内のダイジェスト版にしそれぞれに情報利用者としての専門医の論評

を付記し編集した雑誌で、多忙な臨床医にとって大変有用である。たとえば

前述のACP Journal Clubは内科一般を、またEvidence-Based Medicineは内科、

総合（家庭）診療、外科、精神科、小児科、産婦人科をカバーする。ACP

Journal Club(1991年創刊)はAnnals of Internal Medicineの姉妹誌で毎号の本文

は30頁程度であるが、査読の対象となる雑誌は表に示す如く主要なるもの約

50、付加的なものほぼ100である。Evidence-Based Medicineは1995年創刊の隔月誌で毎号の本文はやはり約
30頁であるが査読される雑誌は計120である。なおこれらの雑誌の情報はCD-ROMとしても入手できる。そ

の他The Cochrane Libraryは3ヶ月毎に発行される最新の

EBM情報のCD-ROMで、これは英国で1992年に発足したコ

クラン共同計画のプロジェクトの1つでインターネットでも

利用可能である。現在EBMによる診療がどの程度行われて

いるかは不明な点が多い。1995年、英国の大学病院内科に

入院中の患者については、53%がランダム化比較試験で有

効性の確認された治療をうけ、29%は心停止時の心肺蘇生

や出血時の輸血などという有用性が自明で放置すれば非倫

理的になる処置をうけ、証拠のない治療をうけたものは

18%にとどまったという。ほぼ同様のデータは1998年カナ

ダからも報告されている。いづれにせよ、文献の結論の信頼性を評価しそれを眼前の患者に適用するか否

かはあくまでも個々の臨床医の判断にゆだねられるわけで、その意味でEBMはおしきせの「料理本」では

ないのである。なお、留意すべきはこれまでのEBM情報は主として白人についてのもので、そのまま日本
人に当てはまるか否かも充分検討する必要がある。

EBMと図書館の関連を考えると、図に示したEBMの手順のうち個々の情報の原著は図書館で求められ、

MEDLINEへのアクセスによる文献検索なども図書館を介して行われる。文献の批判的吟味やデータを適

用する妥当性についての判断は二次的情報雑誌にみられる論評などが参考になることも少なくない。この

種の雑誌は、図書館と言わず、多忙の臨床医がいつでもどこでも手軽に読める状況が望まれる。
先にも述べたが今後、臨床医がEBMを実践しその実を挙げるためには一定の学習が必要と思われる。海

外ではすでに臨床疫学・ EBMを学部教育に取り入れた大学や、International Clinical Epidemiology
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Network (INCLEN)を介した普及活動も見られる。我が国でもEBMの学部教育にむけてのカリキュラム試

案が提案されている。

因に、我が国の臨床医学は国際的に基礎研究に比較して貢献度が低いとする意見がある。この国で戦後、

短期間で世界に冠たる高齢化畏寿社会が出現した背景には、他の先進国とは異なる臨床的エビデンスがあ

ると考えられるが、厚生省が定める出来高払いの保険診療の下では、医療効率性などのEBM的研究には大

きな限界があると考えられる。国際誌に我が国にEBMのデータの引用がまれなことの背景には、研究デザ

インそのものに問題がある場合やデータは信頼性があっても日本人に特徴的にとどまる場合があるかもし

れない。例えば同じ治療薬でも白人に比し日本人ではかなりの少量で有効性を認めることが少なくないの

である。さらに日本では治療薬のランダム化比較試験を行う体制が欧米先進国より大幅に遅れている面が

関与していることも明らかである。EBMは云うは易く、行うはまことにチャレンジングである。

参考文献

Sackett LS, et al:Evidence-based Medicine*. How to Practice and Teach EBM. Churchill Livingstone, New York, 1997

福井次矢：Evidence-based Medicineの手順と意義、日本内科学会雑誌87 ： 2122-2134. 1998

ACP Journal Club, November/December 1998 Volume 129 No.3

(かわむら・けいしろう　第三内科学教授）

夢と理想を掲げた時代

岩崎尚彦

昭和40年教養部が出来た年に就職して、以来30有余年経過して、定年の年度となった。エッセイ

を頼まれ書こうとしたら思い出が多過ぎてまとまりがつかない。机の引き出しの奥を探したら、教

官連絡会の古いメモが何冊も出て来た。昭和40年（1965年）大阪医科大学進学課程（教養部）設立

の年以来のものである。その頃、教官連絡会と言う会議が常勤の全教員7名で構成され、毎週木曜

日に開かれていた。入学試験、人事、教務、学生関係、将来計画等すべてがこの会議で報告され、

相談され、議論されていた。私は教務委員を仰せつかっていた。教養部という名称だけが存在して

いて、実態は何も無い状態だったので、原則を作り、方針を立てることから会議でやっていた。

最初に渡された学則の別表では進学課程の修得単位は合計90単位で、人文、社会、自然は、それ

ぞれ3科目12単位以上の選択制度であった。そして物理、化学、生物、数学の基礎教育科目も4科

目中2科目8単位以上の選択であった。

2年目に入って授業科目が増え、教員の数も増え、教務委員としての私の仕事も増えた。常勤と

は言っても文科系の人達は授業と会議の時だけしか出て来ない。それで学生たちと応対するのは、

毎日教養部の実験室に来ている私一人であった。これはその後も続いた。2年目の最後に開かれた

教官連絡会、即ち第1回の進級判定会議は、判定の基準を作る事から始めたので大変な会議であっ

た。しかも、増えた分も含めて合計98単位になっていた提供科目が、全単位必修と言う事に変わっ

てしまった為、まともに適用するとクラスの半分以上が留年になってしまう事態になる。結局、相

談の結果、提出された成績をもとにして「進学課程を修了したのと同等な学力を持つ者」を判定し

て進級させることにした。勿論、文部省基準の64単位以上であることが条件であった。科目別単位

数を算出し、二日間の議論を重ねた結果、進級、仮進級、留年と3通りの判断が出た。仮進級はこ

の時だけで以後は行われなかった。手間を掛けた割には実際的な効果が無かった為である。学生の

教育について真剣に議論した判定会議の方式は、昭和44年10月教養部会議と言う名称になってから

も受け継がれた。この時の判定基準は、その後も、その時代に合わせて改訂されながら使われた。

選択単位制度を作った時もこの判定基準をもとにした。その時、提供単位数は増やしたが、修得単

位数は減らして80単位にした。その後、学生の状況に合わせて最後には74単位になっていた。それ
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でも当時の文部省基準の64単位よりは10単位多かった。

30年の間に学生の気質や性質は随分と変わった。勿論、大学を取り巻く社会環境が大幅に変化し

ているから当然のことであるのだが、目的をはっきり持ったタイプの人は最近あまり見掛けないよ

うになった。特に社会正義を信念とする行動的な学生は見当たらなくなった。

机の引き出しを更に整理して行くうちに、古い封筒が見つかった。表書きに船木三郎先生の名前

があった。開けてみたら中から変色した便箋が出て来た。昭和41年秋、船木先生の告別式の時の弔

辞であった。読み返して行くうちに、この30数年間の始まりとなった時代が思い出と共にありあり

と蘇って来た。初代生物学教授船木三郎先生、享年46歳、三十三回忌の御供養の意味合いを込め、

敢えて復刻して、お読みいただくことにした。

弔辞

船木先生、生物学教室を代表して私がこのような言葉を述べることになろうとは夢にも思ってい

ませんでした。

先生を中心とする新しい生物学教室が軌道に乗り始めた時に突然先生は去ってしまわれました。

アメリカのミシガン大学での一年半の研究で、世界で始めて冠門脈平滑筋の自動収縮性を見出され

帰朝されてから、益々多忙になられた学界活動の合間を縫って、教養部の創設という労多き仕事を

遂行されました。生物学教室の発足当初、先生は私達に、

いろいろな理想や夢などについて話されました。「将来、

医師として研究者として立派な仕事を続け得る人間の基礎

を作りたい。」又、「何かとても大きい夢を抱いてそれを追

いかけていくような人間を育てたい。」などと。そういう

先生をしたう学生が、生物学教室に集まって来ました。先

生の御指導は先ず、「生命現象の基礎的な理解を深めるこ

と」から始まりました。研究室で、夏の岩屋の臨海実習で，

そして研究発表会で、データの一つ一つを細かく追求され、

分析される先生の学問的情熱に燃えたお言葉に私達はひきつけられました。

昨年夏、臨海実習の時、まだ明けやらぬ朝凪の海に、おもりをびゅ一んと飛ばして釣をされてい

るお姿は、まだ目にうかびます。ですが既にその頃から御身体の具合が少し悪くなられていました。

好きな磯採集をなされていた時も、今から思いますと、憎むべき病魔は、先生を蝕み始めていたこ

とになります。（中略）

夏休み後、先生が、時折襲って来る激痛を耐えておられることが、私達にも感じられるようにな

りました。その居ても立っても居られないような激痛の最中に研究室に出られその空気を吸うこと

に満足を感じられていたのです。

この二十二日、再び入院された後も講義のこと、試験のことについての念入りな配慮がありました。

一昨、二十九日夕刻、先生は遂に帰らぬ旅路につかれました。

船木先生、先生のお話はもう聞けず、お目にかかることももうできません。しかし先生、先生の

お言葉は、私達教室員一同の胸の中に生きております。今、静かにそれをかみしめながら、今後と

も先生の御志をついで生物学教室を発展させて参ります。私達は先生が安らかな眠りにつかれるこ

とを祈ります。



昭和四十一年十月三十一日

大阪医科大学生物学教室　岩崎尚彦

船木先生危篤の連絡を受けて取るものも取り敢えず付属病院に駆けつけてから、御逝去そしてお

通夜、お葬式の準備というあわただしい最中、徹夜でこの原稿を書き、毛筆で清書した。悲痛な気

持ちを押さえつけ光松寺での告別式で読み上げた。いま現在30年以上も経過してから読み直してみ

ると、この体験は私の大阪医大での勤務の原点の一部になっている。「物事の始め」というのはと

ても大事である。夢を抱き理想を高く掲げることが無ければ方針も立たないし成果も得られない。

創設以来30数年既に教養部は消滅した。しかしそこで医学生としての第一歩を踏み出した人達は、

現在、良き臨床医として、良き研究者として、社会的にそして国際的に活躍している。その方達の

お力により、将来、大阪医科大学が更に一層発展することを期待しながら、私は私の演じて来た役

割を今終わることにする。

(いわさき・なおひこ　生物学教授）

患者に[人間としての尊厳]は不要か－21世紀の医療環境（2)－
牧 彰

「病室に専用トイレなど必要ない」威圧的で高ぶった声が会議室に製き渡り、一瞬、室内の空気

は重苦しく凍り付いて、気まずい沈黙が辺りに漂った。新病院の設計会議での出来事です。病棟の

全病室に専用トイレの一必要性を説明していた私は、突然のことで頭の中が真っ白になり、しばし呆

然自失の状態でした。

各病室内にトイレを分散して設けることを、病院建築用語で「分散トイレ」と言います。トイレ

を分散化すれば集約化に比べて必然的に床面積が増し、工事費も嵩みます。結局は限られた床面積

と工事費の中での配分の問題であり、病棟のトイレに投資するよりも医療設備をもっと充実させた

いと言う意見もあながち頷けないこともありません。しかし、それはあまりにも一方的な医師側の

論理であり、あまりにも患者の存在を無視した理念です。市民病院としての療養環境を一層向上さ

せ、患者の人間としての基本的権利をより尊重しようとすれば「分散トイレ」は不可欠です。患者

の人権を尊重する欧米ではごく普通のことなのです。

院内の力関係は歴然としていて、院長不在の状況で荒れ狂う部長職の医師を宥められる事務職な

ど誰もいませんが、断じてここで引き下がるわけにはゆきません。病院を経営し、患者を診療する

医師の論理もあるかとは思いますが、患者の立場を誰が擁護出来るのでしょうか。それはもう設計

者しかいないのです。地域住民10万人の声なき声に励まされて、設計者としての使命を果たすため

に、私は意を決して直ちに説得に努めました。「先生。今はお元気なご様子なによりです。しかし、

元気な方もやがては齢をとられ、いずれは患者の立場になるのです。その時になって、しまった！

と思っても手遅れです。病室内に専用トイレが本当に不要かどうか、患者の身になったつもりでじ

っくりと考えてください。どうかお願いします」

冬季や手術直後などには、寒くて遠いトイレまで行けず、排泄行為は看護婦などの他人の世話に

ならざるをえません。これ以上人間として惨めなことは他にあるでしようか。同室の隣人に、音や

臭気の気がねをしながらポータブルトイレを使わなければならない。これもまた同じです。病室内
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に専用トイレがあれば、ちょっとした介助で自力で排泄出来るのです。

「分散トイレ」の是非は、病院が患者の基本的な[人間としての尊厳]

を認めるか否かの違いなのです。要は、医師を代表とする医療従事者と

施設を設計する建築家の人間性の問題なのです。今世紀のコンセプトは

「自由の精神」であり、来るべき21世紀は「共生の理念」であると言わ

れています。政治・経済・芸術・文化などの様々な領域で地球規模の交

流を深め、内外の人たちが互いに助け合い、共に生きることを目指すた

めには、医療の分野においてもグローバル・スタンダード（国際基準）

を規範としなければなりません。わが国だけの医療事情は21世紀にはも

はや通用しないのです。

―時はどうなるかと思った修羅場も、幸いにも私の建築への情熱と、

市民に愛される病院にしたいと言う熱意に共感してくれたのか、幾人かの医師から入院時の排泄に

まつわる辛い体験談などが次々と語られ、それで何とか病室内の専用トイレは渋々黙認されました。

ご支援いただいた先生方には心から感謝しています。開院後ほぼ1年になりますが、市民の皆様に

は大変喜んでいただいています。思えば感慨無量です。

(まき・あきら　元日建設計社員　本学総合研究棟・本部図書館棟設計担当）

私が感動した本

白濱麻理

私が読書をしていたのは、小学生の時くらいで、中学・高校ではあまり読書をした記憶はありませ

ん。本に対してあまり興味がなく、本を読む時といえば、課題として読書感想文が出された時だけで

した。こんな私が本に興味を持つきっかけとなったのは、大阪医科大学附属看護専門学校に入学し、

授業の一貫として用いられた、星野富弘さんの「愛、深き淵より。」に出会ったことです。著者であ

る星野富弘さんは、昭和21年4月24日に群馬県に生まれ、群馬大学教育学部保健体育科を卒業し、中

学校の体育教師として赴任しましたが、そのわずか2ケ月後に、クラブ活動の指導中に誤って墜落し、

頸髄損傷を負い、以来手足の自由を失ってしまいました。9年間の病院生活の後、不治のまま退院し、

手足の運動機能は回復しませんでしたが、口に筆をくわえてすばらしい詩画を書くようになりました。

この本は、きわめて不自由な全身機能の麻痺といってもよい星野さんの、障害との闘いと詩画に楽し

みを見出して、筆を口にくわえてそれを書き描くようになるまでの精神史です。星野富弘さんが書き

描いた詩画の中で、私が1番心を魅かれたのは、「なずな」という詩画です。

「なずな」

神様がたった一度だけ

この腕を動かして下さるとしたら

母の肩をたたかせてもらおう

風に揺れる

ペンペン草の実を見ていたら
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そんな日が

本当に来るような気がした

この詩画は、星野さんが自分を無にして、つくしてくれた母のことを思い書き描いたものです。

母は、ベッドと窓の間の一畳にも満たない狭い所で寝起きしながら、星野さんの看病を何年もの間

続けているということで、星野さんは、そんな母親に対して感謝の気持ちを書き描いたものだと思

います。私はこの詩画を読んで、すごく感動しました。今まで自由に動かすことのできていた腕が

急にまったく動かなくなってしまい、その腕を神様が1回だけ動かして下さるとしたら何をするか

というので、その1回のチャンスを自分のことに使うのではなく、自分のことを真剣に看病してく

れている母親の肩をたたくために使うという所に感動しました。

星野富弘さんは、この本の文頭に、

二番目に言いたいことしか

人には言えない

―番言いたいことが

言えないもどかしさに耐えられないから

絵を描くのかもしれない

うたをうたうのかもしれない

と書いています。だから、星野さんの書き描いている詩画には、星野さんの素直な気持ちが表現さ

れているので、1つ1つの言葉に、ずっしりと重みを感じます。

星野さんは、この「愛、深き淵より。」を書き上げるのに約7ヶ月の時間を要したそうです。書き

始めた頃は、口に筆をくわえて文章を10分くらい書くと、熱が出てしまっていたそうです。この本は

ふつうの闘病記録と違って、筆をくわえて綴られた星野さんの生命の記録なので、多くの人に読んで

欲しいと思いました。また、看護婦を目指す者として、患者の心理を知ることが出来ると思います。

私は、この本との出会いをきっかけに、星野富弘さんの「四季抄　風の旅」という花の詩画集を

読みました。星野富弘さんの素直な気持ちを読むことで自分も素直な気持ちが持てるようになれた

ので、たくさんの方々に読んで欲しいと思います。

(しらはま・まり　第二看護学科1年）

100万回生きたネコ

彦坂玲子

文字がいっぱいの教科書ばかり読む日々が続くと、たまには息抜きがしたくなる。そんなとき、

私は絵本を読む。これは読むと言うより、ながめて楽しむといった方がいいかもしれない。

絵本は、その名の通り、絵とちょっとした物語が書かれてある。色鮮やかな画面を追いながら物

語を楽しむのは心がなごむ。素直にもなれる気がする。それにいろいろなことが想像できるのもい

い。最近では現実の私と主人公を置き換えてみることもしばしばある。もちろん幼い頃にもやった
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ことだろうけど、ある程度人生の方向が決まってきた今では、かなり違っているように思う。

そんなちょっと違った楽しみをするとき、私が好んで見る絵本に「100万回生きたネコ」がある。

いろんな飼い主のもとで一生を終えて、また生き返る。そして100万1回目にしてノラネコとなり、

本来のネコとして素直に生き、その生涯を終える・・・という話だ。買ったのは大学入学当初で、はじ

めは何度も生き返るネコのvitalityに感動し、素直じゃないところには共感を覚え、ネコにもいろん

な生き方があるんだなあと単純に思っていた。このネコが自分なら…。きっとノラネコになる前に

満足してしまっているかもしれない…なんて情けないことを思ったり、気に入った主人のところに

何度でも舞い戻ったりするかも…といじらしいことを考えたりした。また、ノラネコはきっと卒業

した時かなあ…などと図々しいことを思ったりもした。

今、あらためて考えると、私には当然ノラネコなんてまだまだだし、一回も生き返っていない。

―つもステップを越えていない。これまでいろんな人と関わり合ってきたけど、極々小さい枠の中

での出来事だったと素直に思えるし、これからはもっと広い交流を深めなければいけないと思う。

もうこれで最高だなんてことは絶対にありえないと知っていたし、そんなの当り前のことだとも知

っていたつもり。でも、きちんと見据えて考える時間をもつと、より一層心に刻まれる感じがする。

昔とはずいぶん違ってきて、ちょっとは成長したのかも…なんてね、。私はこんな風に考える。

現実は、ネコのように一話一話完結しないから、全く一からの再スタートはできないけれど、そ

れだけ経験を生かしてなんとかやっていけそうだ。幼い頃に読んでも何か教えられるような絵本は、

いつ読んでも同じように何かを教えてくれるように思う。眺めるだけでも楽しめる絵本から、たま

にはこんな心のリフレツシュもいいもんだ。

(ひこさか・さとこ　6回生）

ニューメディア情報室の利用について

大野浩二

ニューメディア情報室を紹介するのは、実のところ2回目である。第1回目は1995年4月3日発

行No. 2の図書館施設紹介シリーズ初回で行われている。

当時の紹介ではCD-ROMのタイトルと所有機器の種類を紹介した簡単なものにとどまっていま

す。まだ利用方法も固まっていなかった時期の紹介ですからやむを得ません。それから3年以上の

月日か'経過したのですが、その間に機種、サービスともに増え整備されてきました。

この室は図書館の3階東奥に位置します。

利用時間は平日は午前9時から午後8時30分、土曜は

午前9時から午後4時30分の間と定めております。

利用手続きは、室内に入ったところにある掲示にした

がっていただければ結構です。

現在、利用できるサービスはCD-ROMの情報利用、

インターネットによるWWWからの情報利用、ワープロ、

表計算などによるドキュメント作成、パソコン上でのプ

レゼンテーシヨン（スライド）編集作成と35mmフィル
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ムへの出力が主となっています。

利用方法の詳細は基本的に各パソコンの起動時に表示される説明用のWWWコンテンツから得るよう

にしていただいています。今回はそこよりCE^ROMの利用方法を掻い摘んで紹介します。

CD-ROMは図書館で収集している資料のうち一部がこの室内で閲覧できます。実はCD-ROMはプログ

ラムの扱いを受けて契約により提供されていたり、著作権上も紙による書物とは異なる扱いを受けるも

のが大半です。したがって、その契約と著作権法からみた見解により提供方法を決めています。

そのため、図書館にあるCD-ROMは個々に応じて利用方法が異なってきます。

まず、図書館の機器で利用できるCD-ROMは「CD-ROM利用方法」という冊子に各タイトル毎

に利用手順を載せて紹介しています。このリストに載っていないものは汎用性のあるソフトにより

閲覧できるか、図書館内の機器で利用することができないものとなっています。

勿論この場合は貸し出し手続きにより各自のパソコ

ンで利用していただくことになっています。

リストに載っているCD-ROMの使い方の主な手順は

Apple メニュー（Macintosh)かスタート メニュー

(Windows)のCD-ROM項目から各タイトルの起動ファ

イルを選び起動します。起動後の操作方法は各CD-

ROMの付属資料を参照して各自マスターしていただく

ことになっています。

1998年度にはCD-ROM利用に関するアンケートをと

らさせていただいた結果を考慮して汎用のCD-ROMチ
ェンジャーを導入しましたので、より一層、利用しやすい環境となっています。

最後に図書館カードをお持ちの方は、室の利用方法にしたがっていただければ自由にご利用にな

れますので遠慮せずご利用ください。

【注記】

*1　「CD-ROM利用方法」ファイリングして室内のキャビネットに配置しています。また、

インターネットでもご覧になれます。(Acrobat Readerが必要）

http://www.osaka-med.ac.jp/~tosho/api/nmedia.htm

*2 説明用のWWWコンテンツニューメディア情報室の利用方法と利用者へのお知らせ事項

のほとんどを、イントラネットの制限（図書館と学内の一部）でWWWコンテンツとして

提供しています。

(対象機器での閲覧が目的ですので他所からのアクセスでは意味不明な場合があります。）

http://150.22.80.115：8080/~tosho/manu/indexl.html

*3汎用性のあるソフトCD-ROMを閲覧するソフトとして、ひとつのプログラムで多くの

CD-ROMを閲覧できるようにしているもの。（例えばEPWING規約用検索ソフト、WWW

ブラウザ、Acrobat ReaderなどでCD-ROM用とは限らない。）

*4 汎用のCD-ROMチェンジヤー当図書館には以前より医学中央雑誌、Medline、Current

Contents専用のCD-ROMチェンジャーを設置提供しているのに対して、これは様々なCD-

  ROMを受け入れるために設置された。（おおの・こうじ　雑誌係）
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  他大学図書館訪問記(6) 大阪大学附属図書館生命科学分館の卷

大阪大学附属図書館中之島分館は、平成3年11月に大阪市

北区の中之島地区から吹田市の吹田地区へ移転し新築開館

されました。

平成4年4月、それまでの医学部分館と薬学部分館を統合

して、対象とする主題分野を生命科学分野全域に拡大して、

生命科学分館としてスタートしています。

交通機関としては、当初のバスに加えて、大阪都市モノ

レールが「万博記念公園駅」より延伸され、「阪大病院前」

駅が、附属病院のすぐ前にできています。

図書館は、附属病院の西側にあり、4階建て、延べ面積は6,481m2で、図書約45万冊、雑誌約

12,000タイトル、AV資料・マイクロ資料等約1，300タイトルの蔵書量です。

1階正面入口を入ると、入退館システムが設置され、広いエントランスホールとなります。右手には、

ロビーとしてソファが置かれ、左手にメインカウンターと目録検索コーナー（OPAC)があり、さらにレ

ファレンスデスクが設置されています。利用者用検索コーナーには、データべース検索用の端末が備え

られています。この端末では、スタンドアローンおよび学内LANによるデータベースの利用ができます。

その他1階には、新着雑誌コーナーと参考図書コーナーが配置されています。

図書館の中心に、階段、エレベーターおよびトイレが設けられ、閲覧室はそれを取り囲むように

配置されています。

2階は、洋雑誌が、3階には、図書および和雑誌と洋雜誌の一部が配置されています。

生命科学図書館は、医学・生物学系外国雑誌センターとしての役割を東北大学・九州大学とともに

果たしておられるため、洋雑誌の蔵書量が和雑誌に比べて多くなっています。また、雑誌については、

オーバーナイト貸出のみとなっています。

4 階は、LRC (Learning Resources Center)が設置され、AV資

料の利用等に利用されています。その他、個席6室とグループ

研究室2室、AVホール、事務室、会議室、電算室等があります。

閲覧席は、1～3階の北および南側に設置され、総数363席
あります。また、集密書架は、2 ・ 3階の東および西側に設

置され、複写コーナーは、1～3階の北西隅の同じ位置に設
置されています。

2・3階は書架および閲覧席の配置が同じ位置となってい

て、同一種類の資料は、同じフロアで利用できるようにと考慮されていたが、洋雑誌の増加に伴い、

少し変更になっていますが、利用しやすい配置となっています。

2階に、学内LANと接続された端末を設置したコーナーを設けられ、利用者に提供しておられま

す。これは、本学でも同じですが、これから利用者が直接情報収集を行う手段として、図書館の対

応が求められていくものと思われます。

また、他図書館との相互利用においても、外国雜誌センターとして国内の医学図書館等から、年

間に約66,000件の申込を受け付けておられます。

今後ますます、医学・生物学系外国雑誌センター館として対外的な利用においても重要な役割を

  果たしていかれることと思います。（福広）



「カリカチュアの世紀」

  林田遼右 著白水社 1998年

中川一成

著者の林田氏はフランス文学研究者。本書は19世紀フランスの戯画の数々を興味深いエピソードを織りまぜながら紹介したもので、

多数の図版が掲載されているのが何よりも嬉しい。著者が取りあげ

ている戯画の多くは七月王政時代の政治風刺画である。例えば、当

時の戯画に洋梨が描いてあれば、それは七月革命で王位についたル

イ・フィリップを意味していた。ドーミエ作の「悪夢」では午睡中

のラファイエット将軍の腹の上に大きな梨が載っている。七月革命

の際にルイ・フィリップを支持した将軍にとってもいまや七月王政

は悪夢でしかない。国の基本法である憲章に忠誠を誓う市民王ル

イ・フイリップ治下の立憲君主政治が本質的にはブルボンの復古王

政時代とさほど違わないことへの明瞭な批判がこの絵には読みとれ

るのである。林田氏に拠れば国王=洋梨のイメージを定着させたのは風刺画家のフィリポンである。

「カリカチュール」誌の編集長でもあったフィリポンは、自作の「栄光の三日閏（七月革命のこと）

のあとをとどめる塀を漆喰で塗ってしまおうとする石エ」（国王を石工に見立てた絵）で有罪判決

を受ける。その裁判の折り、フィリポンは裁判官の前で四枚の国王の似顔絵を描いて見せた。一枚

目は王そっくりで二枚目三枚目と徐々にデフオルメされてゆき、四枚目では洋梨そっくりになって

いる。ー・枚目が国王に似ているということで断罪されるなら、一枚目と似ている二枚目も断罪され

ねばならず、同様の理屈で三枚目も四枚目も断罪されねばならない。洋梨を描いて断罪されるとな

れば、洋梨を栽培しているフランス農民も皆有罪となるのか、というのがフィリポンの主張だった

そうだ。この四枚のデッサンが1831年11月号の「カリカチュール」に掲載され、以後自由主義的ポ

-ズを取る国王は「洋梨の氾濫」に悩まされることになるのである。同誌上ではグランヴィルを中

心に多くの風剌画家が作品を競い合った。フィリッポンは度重なる裁判費用を捻出するためにさら

に「シャリバリ」誌を創刊している。ドーミエやガヴァルニはここで大活躍をする。これらの風刺

画家達の画業を林田氏は丹念に追跡している。石版画の普及によって大量の版画を安価に頒布でき

るようになったこともあって、カリカチュアは一大ブームを巻き起こしたのである。とは言え、著

者は政治風刺画以外にも周到な目配りを忘れてはいない。1835年の九月法により検閲が強化される

に至って風刺画の対象はブルジョワやプチ・ブルジョワの風俗に移ってゆくが、いわば「歪んだ鏡」

に人間の本質を映し出すカリカチュアの精神は紛れもなぐ|、づいているのである。また、現在から

見れば19世紀のパリについての貴重な歴史資料ともなっているカリカチュアは、バルザックの「人

間喜劇」の小説世界とも通じている。多数の執筆者及び挿絵画家の協力によって出来上がった「フ

ランス人の描いたフランス人」という、パリに見られる様々な人間類型を絵と文で描いたシリーズ

ものにはバルザックも寄稿しているという。

ところで、カリカチュアには説明文が付される場合もあれば、ドーミエのように出来の良い風刺

画に説明文は不要であるという立場をとった画家もいたらしい。しかし時代も国も異にする我々日

本の読者にとって、専門家の解説なしに当時のカリカチュアを理解するのは難しい。林田氏の労作



はカリカチュアというジャンルへの格好の入門書であるのみならず、フランス近代史を当時の民衆

の生活ぶりを含めてより身近に知る機会を与えてくれるのである。卷末の文献リストには、海外の

文献とならんで、日本人研究者の著作も多数紹介されていて参考になる。絵画に興味のある読者、

また風・俗史を含め歴史に関心のある読者に一読をお勧めしたい。

(なかがわ・かずしげ　ドイツ語講師)

近畿地区医学図書館協議会第4回シンポジウムに参加して

乾 瑠美

1998年9月25日表記のシンポジウムが大阪歯科大学樟葉学舎で開催された。

本学図書館より大野、乾の2名が参加した。メインテーマは〈ライブラリーコンソーシアム〉で、

パネリスト及び演題は次の通りであった。

1)NACSISJLLを利用した文献複写料金等相殺制度について

  摂南大学図書館勘川捷二郎

熊懐節子

2 )図書館情報ネットワークシステムの最新動向

日本電子計算㈱大阪支店情報システム営業部

  文教・官公庁システムグル-プ係長鳥井伸哉

日商岩井インフォコムシステムズ㈱

  第一事業部長今門政記

3)電子ライブラリーコンソーシアム

  ユサコ㈱電子メデイアグループ黎沼宏昭

4)京都大学附属図書館における電子ジャーナル導入経験

京都大学附属図書館情報管理課

  電子情報掛長小川晋平

くライブラリーコンソーシアム〉とは、図書館間の連合、提携を意味する。本館・分館間から日本

全土、全世界に拡がるシステムに至るまで、規模はさまざまである。内容も文献の郵便による相互利

用からオンラインコンソーシアムまで多岐に亘る。今後、電子ジャーナルと並んで図書館の大きな流

れになると思われる。新しい情報も多く聞くことができて有意義なシンポジウムであった。

(いぬい・るみ　雑誌係)

本学教職員著作寄贈

山本　隆一（医療情報部）

  電子カルテが医療を変える山本隆一　他著　1998

看護専門学校図書室

新規受入雑誌

チヤイルドヘルス　1　(1998) +
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図書館備付け外国雑誌を223タイトル中止

図書館では、平成11年度の外国雑誌の値上がりのため、本館とさわら
ぎ分室を合わせて合計223タイトルの外国雑誌を平成11年1月から中止
しました。その代替措置として導入したUMI社のProquest Directおよ
びBL inside webシステムをご利用ください。（備考のPQDは、Proquest
Directにあるタイトル）

1999年度外国雑誌購入中止タイトル

  タイトル備考

1.Academic medicine

2.Acta anatomica

3.Acta histochemica

4.Acta physiologica Scandinavica

5.Acta psychiatrica Scandinavica

6.Advances in'behavioral biology
7.Advances in cancer research

8.Advances in clinical chemistry

9.Advances in genetics

10.Advances in human genetics

11.Advances in neurology

12.Advances in neurosurgery

13.Advances in orthopaedic surgery

14.Advances in oto-rhino-laryngology

15.Advances in pediatrics

16.Advances in second messenger and phosphoprotein research

17.Advances in surgery
18.Advances in virus research

19.Advances in protein chemistry
20.Aids research & human retrovirudes

  21.American j. of cardiology PQD

  22.American j. of clinical nutrition PQD

  23.American j. of drug and alcohol.abuse PQD

  24.American j. of medicine PQD

25.American j. of neuroradiology

26.;American j. of occupational therapy

27.Annals of ophthlmology and glaucoma

28.American j. of orthodontics & dentofacial

29.American j. of otolaryngology

30.American j. of otology

  31.American j. of pathology PQD

32.American j. of physical medicine & rehabilitation
 

 
33.American j. of public healthPQD

  3 4 .A m e r ic a n  j .  o f p s y ch i a tr y P QD

 
 

35.American j. of sports medicinePQD
 

 
36.American surgeonPQD

 
 

37.AngiologyPQD
38.Annals of biomedical engineering

39.Annals of otology.rhinology & laryngology PQD

  40 .An nals  of  th e r heum ati c d ise ases PQ D

4 1. An nu a l re v ie w of  bi op hy s ic s a nd  b io m ol ec ul a r st r uc tu re

42. Annu al re view of m edici ne

4 3 .A n n u a l r e v ie w  o f m i c r ob i o l og y

  4 4. An nu al  r ev ie w of  n eu ro sc ie nc e PQ D

4 5 .A n n ua l  re v i ew  o f  p h a rm a c ol o g y a n d  t o x ic o l og y  PQ D

46 .An nu al rev ie w o f p hys ic al che mi str y

47.Annual review of physiology

48.Annual review of psychology

4 9 . A n n a l s  o f a l l e r g y , a s t h m a , a n d  i m mu n o l o g y  P Q D

50 .Ap pli ed mic ro bio log y a nd bio tec hno log y

  51 .A rc hi ve s of  di se as e in  c hil dh oo d PQ D

5 2. Ar ch iv e s of  m i cr ob io lo g y

5 3 . A r c hi v e s  o f  p a t h ol o g y  &  l a b o r at o r y  m e d i c i n e P Q D

5 4 . Ar c h i v es  o f  t ox i c o l og y

55.ASAIO journal

56. Bioche mical  genet ics

57.Biochemistry and cell biology

58. Biolog ical chemis try

59.Biophysical chemistry

60.Biorheology

61. Biote chnic  & hi stoc hemis try

62.Brain & language

6 3 . Br i t i s h d e n t a l j o u r na l

  64.British j. of anaesthesia PQD

6 5. B ri t i sh  j.  of  n ut r it i on

  6 6 . B r it i s h  j .  o f  op t h a l m o l o g y P Q D

  6 7 . B r it i s h  j .  o f  rh e u m a t o l o g y P Q D

6 8 .B r i t i sh  j .  of  s o c ia l  p s yc h o l og y

  69.Br itish medi cal j. ； B MJ PQD

70.Ca lcified ti ssue inter natiol

71. Canad ian j . of micr obiol ogy

72.CMA; Canadian Medical Association journal PQD

7 3 . C a nc e r  g e n e t i c s &  c y t o g e n et i c s

74 .Ce ll biol ogy  in ter nat ion al

75.Clinical imaging

7 6. C l in i c al  o bs t e tr i c s &  gy n e co l o gy

77. Clinic al ot olary ngolog y & a llied scien ces

  7 8. C li n i ca l  p e di a t ri c s P QD

79 .C li ni ca l ph arm ac ol og y & the ra pe ut ic s

8 0. C ol d  s p ri n ge r  h a rb o r s ym p os i a o n qu a nt i ta t iv e  b i ol o gy

81 .C om pr ehe ns iv e psy ch ia tr y

82.C ompute rized medici ne ima ging &  graph ics

83. Conne ctiv e tis sue r esear ch

84.Cortex

85.Current topics in cellular regulation

  86.Cytogenetics and cell genetics PQD
87.Diagnostic molecular pathology

  88.Digestion PQD

89.Electrophoresis

90.Epidemiology & infection

91.European archives of psychiatry and clinical neurosciences

92.European j. of applied physiology & occupational

93.European j. of clinical pharmacology

94.European j. of immunogenetics
  95.European neurology PQD

96.Evolution ： international j. of organ evolution

97.Experimental neurology

98.Genes, chromosones & cancer

  99.Geriatrics PQD

  100.Gerontology PQD

  101.Heart PQD

  102.Hospitals & health networks PQD

103.Human biology

104.Human heredity

  105.Hypertention PQD

106.immunology & cell biology

  107.International immunology PQD

108.International j. of gynecology & obstetrics
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1 09 .I nt e rn at io na l  j . of  vi ta mi n &  n ut ri t io n re s .

110.I nternation al orthopa edics

11 1. In ter na tio na l Rev ie w o f cy tol og y

112. J. of Acousti cal So ciety of Amer ica

  1 13 . J . o f a cq u i re d  i m mu n e  d e fi c ie n c y s yn d ro m e s a nd  hu m a n r et r ov i r ol o gy P QD

  1 1 4 . J .  of  A m e r i c a n  C o ll e g e  o f  S u r g e on s P Q D

11 5.J . o f A mer ica n D ent al A sso cia tio n

  1 16 . J . o f  t h e  A m er i c an  G er i a tr i c s S oc i e ty P QD

1 17 . J.  of  Am e ri c an  S oc i et y  o f  E c ho c ar d io g ra p hy

1 1 8 . J .  o f  bo n e  a n d  j o i n t  s u r g e r y  A m e r i c a n  v o l .  B r i t i s h v o l .  P Q D

  1 19 . J . o f  c l in i c al  p at l i ol o gy P QD

  1 20 . J . o f  c l in i c al  p sy c h ia t ry P QD

  121 .J. of d enta l re sear ch P QD

1 22 .J . of  el ec tr oc a rd io lo g y

1 23 . J.  of  ep i de m ol o g y a nd  co m mu n it y  h e al t h P QD

  1 2 4 . J .  o f  f o r e n s ic  s c i e n c e s P Q D

  1 25 . J . o f  i n fe c t io n s  d i s ea s es P QD

  1 26 .J . of  i nv es ti ga ti ve  m ed ic in e PQ D

  12 7. J. of  l ary ng olo gy  an d oto lo gy PQ D

128 .J. o f med ical micr obiol ogy

1 2 9 . J .  of  m e d i c a l  s p e e ch - l a n g u a g e  p a t ho l o g y

1 3 0 .J .  o f  me m b r a ne  s c i e nc e

  1 3 1 . J .  of  t h e  N a t i o n a l  C a n c e r  I n s t i t u te P Q D

1 3 2. J . o f n e r vo u s  &.  m e nt a l  di s e a se

133.J. of neurocytology

13 4.J.  of  ne urop ath olog y a nd expe rim enta l n eur olog y P QD

13 5. J.  of  n eu rol og y,  ne ur osu rg er y a nd  p syc hi at ry PQ D

  136.J . of nucle ar medicin e PQD

13 7. J. of oc cup ati on al an d e nvi ro nme nta l med ici ne  PQ D

1 38 .J . o f or th o pa ed ic  an d s po rt s p hy si ca l  t he ra p y

139.J. of parasitology

14 0.J . o f p hysi cal  ch emi str y p t. A &  B

141 .J. o f psy chiat ric resea rch

1 42 .J . of  r ec ep to r an d  s ig na l tr an su ct io n re s ea rc h

  1 43 .J . of  r eh ab il it at io n PQ D

144 .J. of t he R oyal Soci ety of M edici ne

1 4 5 .J .  o f  sp o r t s  m ed i c i n e  &  p h y s ic a l  f i tn e s s

146.J. of urban health

14 7.J . o f v iro log ica l met hod s

148.J. of voice

  149. Kidney & bloo d press ure res earch P QD

150.Laboratory te chnique in biochemistry and mole cular biology

15 1. Med ic al  cl in ics  o f N or th  Am er ica

152.Medical education

1 53 .M et ho ds  in  c el l b io lo gy

1 5 4 . M et h o d s  i n  e n zy m o l o g y

1 55 . Mi c ro b io l og y  a n d m ol e cu l ar  bi o lo g y r ev i ew s

15 6.M icr osc opy res ear ch and  te chn iqu e

157.Microsurgery

158.Modern healthcare

1 5 9. M o l e cu l a r  a s p e ct s  o f  m e d i ci n e

16 0.M uco sal  im mun olo gy  up dat e

161.Mycologia

162.Nature biotechnology

  163.Nephron PQD

  1 6 4 .N e u r o en d o c r in o l o g y P Q D

1 65 . N ew  co m pr e h en s iv e  b i o ch e mi s tr y

  166.Nutrition reviews PQD

16 7.O bst etri cs & g yne col ogic al sur ger y

1 68 .O c cu p at io n al  an d e nv ir o nm e nt al  me d ic in e  P QD

1 69 . O rt h op a ed i c  i n  p r ax i s  &  kl i ni k

  170.Pediatrics PQD

  171.Physical therapy PQD

  172.Phsician and sports medicine PQD

173.Physics in medicine & biology

174.Proceedings of the Royal Society ser. B

175.Prostate

  176.Public health reports PQD

177.Quareterly reviews of biophysics

178.Radiation oncology investigations

179.Recent progress in hormore research

180.Recent results in cancer research

181.Respiration medicine
182.Scandinavian j. of rehabilitation medicine

183.Seminars in liver diseases

184.Side effects of drugs annual

185.Spezielle pathologische anatomie

  186.Stereotactic & functional neurosurgery

187.Strahlentherapie und onkokogie

188.Surgical forum

  189.Thorax PQD

190.Tissue antigens

191.Toxicology

192.Transactions of American Opthalmotogical Society

193.Vitamins & hormones

  194.Vox sanquinis PQD

195.WHO combined sub. statistics

196.Yale j. of biology & medicine

197.Yearbook of diagnostic radiology

198.Yearbook of drug therapy

199.Yearbook of medicine

200.Yearbook of neurology & neurosurgery

201.Yearbook of nuclear medicine

202.Yearbook of obstetrics, gynecology & women's health

203.Yearbook of oncology

204.Yearbook of opthalmology

205.Yearbook of orthopedics

206.Yearbook of pathology & laboratory medicine

207.Yearbook of plastic, reconstructive and oesthetic surgery

208.Yearbook of psychiatry & appled mental health

209.Yearbook of surgery

210.Yearbook of urology

さわらぎ分室中止タイトル

1.Annual review of cell and developmental biology
2.Biochemistry

3.Biophysical journal

4.Journal of cell biology

5.Journal of general physiology

6.Journal of membrane biology

7.Journal of molecular evolution

8.Nature genetics
9.Nature medicine

10.Review of modern physics

11.Scientific American

12.Scientist

13.Trends in genetics

新規購入タイトル

1.American journal of kidney disease

2.Cerebrovascular disease

3.Trends in pharmacological sciences
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新人スタッフ紹介

引越し癖？ ？

村上公子

はじめまして、新しく図書館の職員に仲間入りしました。むらかみきみこです。私の紹介など、

読んでも仕方がないと思ってらっしゃる方もおられるとは思いますが、しばらくの間お付き合いくだ

さい。

生まれは大阪、育ちはあちゃこちゃです。と、いうのもうちの家は、引越しがやたらと多い家だ

ったのです。大阪市内に、新しい家を買って、「あぁ、新築においやねえ。」といっているうちに父の

転勤。東京で家が見つかるまでの仮住まいということで、足立区に一年ちょっと。家が見つかったと

いうので、江戸川区に引越し。五年経ったかどうかといったときに、こんどは、会社のほうから大阪

に戻ってこいというわけで、現在すんでい

る宝塚に落ち着くことになりました。（もう

転勤はないでしょう、引越しも）四つの小

学校、二つの中学校に通いました。小学校

など、クラス替えと同じ位の頻度で、転校

していました。転校納めの中学校にいたっ

ては、半年も通っていないうちに卒業式で

した。（同学年に知らない人がうじゃうじゃ

いました。）だから、私には中学校の卒業ア

ルバムが二冊あります。しかもどちらにも、

私の写真は写っていたりします。ちょっと
すごいでしよう。さらに、司書の資格を取って、図書館という職場とかかわりはじめてから未だ三年

目ですが、大阪医大で三つ目の職場になります。（正規職員としてはここがはじめてですが。）まだま

だ、私の“お引越し人生”は続くのでしようか？。そればかりは、まさしく “神のみぞ知る”です。

と、“お引越し”になれてしまったせいも手伝ってかどうか、知らない土地に行くことが大好きで

す。ほとんど趣味です。もちろん観光地にも脚を伸ばしますが、何でもなさそうな裏道を歩くほうが

好きです。でも、かといってそう行った場所にある古道具屋さんや、古本屋さんには、どうも入る勇

気がありません。本当は、とても興味があるのですが、なんだか、ただでは出てこられないような感

じがしませんか？。

このような私ですが、どうぞよろしくお願いいたします。尚、私に効率のいい引越しの仕方を尋

ねられても、回答いたしかねますのでご了承ください。（整理・梱包は不得手なもので）

(むらかみ・きみこ　庶務係)
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図書館業務日誌

9月

8日（火）次期図書館システム打合せ会
(於、図書館会議室）

10日（木）平成10年度第4回図書館合同運営委員会
(於、図書館会議室）

18日（金）日本医学図書館協会企画・
調査委員会（於、関西医大）

18日（金)-19日（土)エルゼビアユ-ザ会に館員参加
(於 東京）

24日（木）館長選出規程検討委員会
(於、図書館会議室）

25日（金）平成10年度近畿地区医学図書館協議会
シンポジウムに館員参加
(於、大阪歯科大）

29日（木）日本医学図書館協会総務会
(於、協会中央事務局）

10月

2日（金）次期電算化システム機器一部搬入
12日（月）医学情報処理センターUser会

(於、第二会議室）
14 日（水）-16 日（金）Proquest Direct

システム利用説明会

(於、ニューメデイア情報室）
20日（火）次期図書館システム打合せ会

(於、図書館会議室）
22日（木）平成10年度第5回図書館合同運営委員会

(於、図書館会議室）
24日（土）本学父兄会が見学来館
28日（水）日本医学図書館協会資料保存委員会

(於、本学図書館会議室）
29日（木）日本医学図書館協会理事会、評議員会

(於、本学第一会議室）

11月

4日（水)-5日（木)BL inside webシステム利用説明会
(於、ニューメディア情報室）

6日（金）次期図書館システム打合せ会
(於、図書館会議室）

9日（月）UMI社J. P. Gray氏（国際市場
開発専門員）が本学図書館を訪問

17日（火）学術情報センター新IR及び
新CAT/ILLシステム説明会に館員参加

(於、京大農学部）
20日（金）次期図書館システム打合せ会

(於、図書館会議室）
26日（木）平成10年度第6回図書館合同運営委員会

(於、図書館会議室）
30日（月）日本医学図書館協会総会組織委員会

(於、福岡大学医学部）

12月

10日（木）日本医学図書館協会総務会
(於、協会中央事務局）

11日（金）近畿地区医学図書館協議会例会

(於、奈良医大）
17日（木）平成10年度第7回図書館合同運営委員会

(於、図書館会議室）

編集後記

今回の館報は新春号として、企画しました。本年3月末日をもって退職される、河村先生、岩崎
先生には大変お忙しいところを、無理をお願いして執筆していただきました。また、牧氏には「21
世紀の医療環境」というテーマで前回に続いて、エッセイのシリーズをお願いしました。その他沢
山の方に執筆していただき、ありがとうございました。表紙のカットは、恒例により北村達郎氏に
お願いしました。読者からの投稿やご意見を歓迎いたします。

(茂幾)
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